
お 知 ら せ

金融庁のバージョンアップの取組
～金融の信頼を守り、明日への挑戦を拓く。～
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金融行政のスローガン（左）とスローガンに込めたメッセージ（右）

はじめに
長 官 直 轄 チ ー ム 「 金 融 庁 20 年 委 員 会 」

（2025年８月設置）が中心となって、５年後、
10年後、20年後も質の高い金融行政サービスを
提供していく、進化し続ける金融庁を実現する
ための取組を検討してきました。2026年８月、
その取組の概要を取りまとめ、公表しました1。

目標の共通理解
金融庁を絶えず自己変革できる組織にするた

めには、金融庁内で金融行政の目標の共通理解
を深め、日々の業務の原点を見つめ直すことが
重要です。

その取組の一環として、金融行政の目標を職
員がより身近に感じる契機となるよう、金融行
政のスローガン
「金融の信頼を守り、明日への挑戦を拓く。」
を策定しました。

スローガンの策定にあたっては、金融行政の
目標等に関する全庁的な議論の結果を踏まえて
検討を重ね、複数回の職員アンケートも実施し
ました。

このスローガンは、金融行政が目指す、
・金融システムの安定、利用者保護、市場の

公正性・透明性（いわゆる「守り」）の側
面と、

・金融仲介機能の発揮、利用者利便、市場の
活力（いわゆる「攻め」）の側面

の両立を表現しています。
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人材育成・働く環境の整備
こうした金融行政のスローガンに込められた

目標を達成するため、以下の人材育成と働く環
境の整備に関する取組を進めていきます。

以下の取組も含め、金融庁のバージョンアッ
プの取組を進めることにより、絶えず自己変革
し、質の高い金融行政サービスを提供し続け
ます。
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人材育成
知見の蓄積・継承や新たな課題への対応を図るため、検査官人材育成チームを設
置し、検討を開始した。
他分野も含め、専門性の高度化をさらに進める。アカデミアとの連携を深める。

人事異動の理由説明の充実を図った。
人事担当者のスキルアップを図り、職員との対話を充実させる。人事評価の
フィードバックを強化する。

幹部向けマネジメント研修の充実を図った。
対象者や研修内容を拡充し、実施時期を前倒しするなど、 さらに高度化する。

働く環境の整備
職員からの疑問や質問に、生成AIを活用して回答する支援システムの提供を行っ
た。
職員のニーズに 応じたツールの開発をさらに進める。

育休明け職員や育児中職員間の交流イベントを開催し、ライフステージに応じた
働き方に関する情報共有や職員同士のネットワークづくりを促した。
サテライトオフィスを８月より導入する。

金融庁のバージョンアップの取組に関する対話を全庁的・集中的に行った。
幹部・職員間、課室単位、少人数グループ単位などの意見交換や庁内外への情報
発信をさらに充実させる。
全職員が参加可能なチャットを開設し、課室を超えたコミュニケーションを促進
する。
※政策評価有識者会議や金融行政モニターなどの外部有識者のご意見を引き続き金
融庁のバージョンアップに活かしていく。

執務室のレイアウトやデスクの刷新など、オフィス改革を進めた（直近では６月
に実施）。
この取組を金融庁全体に広げる。
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